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大阪市をはじめとする都市固における
地下水利用のあり方を提言。
「者IS市圏の環境保全 と地盤防災のための地下水資源の健全 な活用法の構築」を研究課題とするBグルー
プは、理学研究科・工学研究科・生活科学 研究科の教員 5名*が共同で、研究を行っています。 ここでは、
チームリーダーを勤める工学研究科の大島先生に語っていただきました。
利益田 晴恵(浬学研究科 ・生物地球系専攻・教授) 三田村宗樹(理学研究科・生物地球系専攻・教授)
貧よ佳則(工学研究科 ・都市系専攻・教授) 西川 禎一(生活科学研究科・長寿社会総合科学講座 ・教授)
浅層 ・中層 ・深層、 さらに、私たちは“笠宮にある浅層地下水を有効に利用してい
3層の地下水の特徴とは。 ないこと"も、問題の lつであると考え、地下水を有効活用して4
私たちは、地下水を深度別に大きく 3つの屑に分けてとらえて つの問題を解決する方策を探究しています。
います。 地 F40m までの浅局地下水、lOO ~500m程度の中府地
下Jk、そして 500mより深い深層地下水、それぞれ抱えている問 どれくらいの地下水を
組も活用法も呉なります。 汲み上げられるのか。
fliも浅い浅間地下水は、かつて汲み上げ過ぎたことが原因で地 図2は、大阪の東西方向の断面|呈|です。浅局地下水は、ほとん
鍛沈Fを引き起こしたため、昭和38年には地下水の汲み上げを腕 ど水を過さない「沖税粘土問」を挟み、「緩いれ1I秘砂j臼」と、その
f!lIJする」こ業用水法、ビル用水法が施行されました。その結果、図 l 下の 「第 l 洪積砂際)~J に分かれています。この 2 つの府の地下
に示したように地総沈下は収束しましたが、この浅沼地下水は山側 水を対象と して、どれくらいのおの地ド水を汲み上げられるのかを
から雨などによる水が常に供給されるため、地下水位が~Llニ斤.して 算出しました。
しまいました。ζれにともない、さまざまな問題が起きているので まず、大阪の地盤データベースとボーリング捌査をもとに、
す。この胞の研究は私の専門分野でもあるので、後ほど詳しく説明 250mメッシュ毎の土質 ・地盤の特性を求めました。その特性値か
しましょう。 ら、地下水位を下げたときの沖積粘土陪の沈下白を求めています。
中間地下水で問題となっているのは、法規制対象外の井戸を掘り、 さらに、忌小限の許容沈下虫以下にとどまる地下水位低下可能量が
地下水を利用する専用水道の敷設が急憎していることです。その利 分かれば、有効活用できる地下水品を創りJ¥すことができるのです。
m実態はほとんど犯鰹されていませんが、専用水道が附加し続ける 本研究では、建築基礎椛造設計指針などから閉・~沈下位を 5cm と
と、水道事業の衰退を招く可能性があります。また、乙のまま放限 仮定しています。
すると地下水が枯渇し、再び地態沈下を起こす可能性もあります。 図3は沖積砂層、図4は第 l洪積砂i線!日の水を汲み上げた場合
との川の地下水は浅居ほどの供給源がないため、 一旦Jki~lが減って です。地盤の緩い一部の地域を|徐くと、沖積砂防で2-3m、第 l
しまうと、なかなか元に戻すととはできないのです。j創出血下水も、 洪li~砂!際問で 2 ~ 4m は地下水の汲み上げが可能だということが
温泉|井|発で的裂が高まっているため、近い将来に枯渇する可能性が わかりました。
あります。そうした問題を防ぐ、ために、地下水利用の~t患部Etêも行っ
ています。 浅層地下水の水位低下は
液状化対策として有効か。
浅層地下水の水位上昇は、 さらに、液状化対策として地下水位の低下が#~Jなのかどうか検
4つの問題をもたらす。 証してみました。まずは、沖積砂崩の陥l写や粒の大きさなどの特性
私自身の研究は、浅局地下水と地盤の防災 ・環境をテーマにして を調べ、そのデータをもとに海泌型の東南海、南海地震が起きたと
います。ζの胞の地下水位が高くなったことで、 4つの問題が生じ きの液状化の危険度を求めました。それが、 図5です。 PL備が高
ています。まず lつは、地下構造物が設計 ・施工されたときより いほど、危険度が高いことを表しています。現状の地下水位では、
も地下水位が布くなっているため、浮力が働き、既設構造物が不安 東大阪地域は沖積砂層が薄いので比較的安全ですが、西大阪地域に
定になること。2つ目は、地下鉄建設などに伴う椀向IJ工事が難航す おける液状化の危険度が非常に高くなっていますね。
ること。 3つ自の問題は、阪神 ・淡路大震災でも問題となった液状 では、沖積砂層の水位が下がると、どうなるのでしょうかつ現
化です。1日もなく東南海、南海地震が起きると言われていますが、 状から水位を3m下げた場合の液状化の危険度を表したのが、図6
今のように地下水位が高い状態では、かなり大きな被容が山ると予 です。非常に危険な状態を表す赤い色がほとんどなくなりました。
恕されています。そして4つ目の問題は、土峻・地下水の汚ぬです。 つまり、 地下水位を3mほど下げることで、地鍛沈下を起こさずに
重金属や長li発性有機化合物 (VOC)なと、で、汚染された土峻に地下水 液状化を予防できるということです。
が浸透すると、地下水とともに汚染物質が拡散してしまいます。
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大阪市立大学工学研究科都市系専攻 教授
大島 BB~口 おおしまあきひこ
大阪市立大学工学部卒業、 同大学院工学研究科土木工学専
攻修了。工学博士。1988年に大阪市立大学工学部土木工
学科助手となり、同講師、同助教授を経て 2011年から現聡。
専門分野 地盤工学
地盤工学の視点から
地下水の有効利用を考える
これまでの研究結果を踏まえ、現在は汲み上げた地下水の有効利
用についての研究を進めています。例えば、下水・上水の中間的なIrl'
水」として利用するβ法があります。具体的には、ビルや工場の水
冷式エアコンの冷却月lJ<や、ビルや公園のトイレの洗浄灯l水、公民l
の緑化 ・ビオ トー プの環境用水などに利用できるでしょう。ほかに
も、緊急時の非常用水にしたり、ヒートアイランド、対策の打ち水に
利用したり、さまざまな使い方が考えられます。
こうした地下水の有効利用を実現する 卜で欠かせないのが、地下
水の 「公水」化です。地下水は大きな視点で、みると、地球環境の'1'
で循環しているものです。雨が1年り、河川に疏れたり地下を通った
りして海に反り、蒸発してまた雨となる 。I，Tiも河川も海も、個
人のものではないのに、地下水だけ例人のものというのは、おかし
な話ですよね。そこで、 地下水は 「公氷」化して、同やil治体が適
正な管瑚 ・利用をすべきであると毎ーえ、 il治体にも働きかけていま
す。
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関網の地下ホ..".下させると沖.
2険・磁土"''''下する育館色"'"るので，
寓鎗土居のま下予測~行う"事がある.
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複合先端研究機構として
研究する意義とは。
このチームには、私のような土木・地盤工学の専門家だけでなく、
環境工学および地球学や地質学の専門家、さらには細菌の専門家な
ど、il分の得意分野を持ったスペシャリストたちが集まっています。
J-i.いの'附搬を交換することで研究に広がりや深みが生まれ、非常に
有意義な研究がで、きています。
本年7月、同じ Bグループの益田教授をヘッ ドに研究成果を l
都市φ水資源 E つにまとめた 『都市の水資源と地下水の
地下水φ未来 剖刷・ 未来』という本が出版されます。地下水
の利用についてさまざまな角度からアプ
'R-' Iローチし、納 ・研究してきたことの集
大成となりますので、お手にとっていた
だければ幸いです。地下水の有効利用 ・
地盤の問題は、非常に身近な問題です。
行政はもちろん、 一般市民の皆さんとと
もに、考え、取り組んでいきたいと考え
「都diの木資源と地 ドボのよ来」 てし、ます。
~山lIt'Ir l 制点都大学学術出版会
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